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令和 4 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

61

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1  自己評価及び外部評価結果

4079400380

法人名 有限会社ＹＯＵ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 　ホーム周辺に、町営住宅が建設され、慣れ親しんだ福智山の壮大な姿が若干見えづらくなりましたが、緑
に囲まれた環境の中で、天気の良い日は、屋外にでかけ景色を楽しむことができ、地域の人と交流を深め
る事ができる機会が出来た。　施設内は、ノロウイルスやインフルエンザの予防や不快臭の除去の為に、オ
ゾン発生器を設置しているが、コロナウイルス感染症の拡大防止のため、全ての洗面台をセンサー式の給
水栓に取り換え、より一層清潔を保てるように配慮している。居間、廊下は床暖房、脱衣室にも暖房を設置
し、急激な温度変化によって、体調を崩すことのないようにしている。　居室は、履き出し戸を採用し採光の
良い圧迫感の無い空間を提供し心地いい空間となっている。当事業所は、開設から15年以上が経過し経験
のあるスタッフが多数おり、また、ケアマネが5名、介護福祉士が６名在籍、困難事例にも対応できる職員体
制を敷いている。

グループホーム悠友

69

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

70

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66

4. ほとんどない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

福岡県直方市知古１丁目６番４８号

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和4年12月1日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない

65

事業所名

自己評価作成日 評価結果確定日令和4年11月20日 令和4年12月9日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
「明るく楽しく末永くともにいきいき過ごしましょう」の理念をホールの目につく場所に掲げ、調査日の午後も
入居者と一緒に理念を唱和する声が、高らかに聞こえた。「できるだけ居室でゆっくり寛ぎたい」や「家族の
顔を忘れないようにしてほしい」などの本人や家族の希望を反映した介護計画に沿って、本人の希望の場
所で過ごされるように支援したり、写真を多用したホーム便りで入居者の元気な様子を届けている。家族の
来訪時などに意見を伺う機会としているが、周辺施設の感染状況を理解し、感染防止対策に感謝の言葉が
寄せられた。昨今往診可能な医療機関と提携し、看取り時の医療連携について説明できる体制を構築して
いる。運営推進会議で身体拘束廃止や虐待防止などの取り組みを報告し、地域交流の少ない中、大雨の
折は避難住民を受け入れや、保育園児とのプレゼント交換など継続している。地域交流再開を待ちわびな
がら、理念のさらなる具現化が期待できるホームである。

基本情報リンク先

田川郡福智町神崎１０９８番地１９５所在地

特定非営利活動法人ヘルスアンドライツサポートうりずん　

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php
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自己評価および外部評価結果

第１ユニット／グループホーム悠友

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

外部評価

実践状況

誰もが理念を覚えられるように、ホールの目につき易い
場所に掲示して、ラジオ体操やレクリエーションなど行
事前に、利用者様と職員が唱和している。

調査日の午後、理念を入居者と一緒に唱和する
声がホールから高らかに聞こえた。入居者の笑顔
が多い時に、「明るく楽しくいきいき過ごしましょう」
との理念の実践を感じると職員は話している。

職員全体で理念をどう実践していくの
かを話し合い、目指すところを共有さ
れ、より一層の理念の実践を期待し
ます。

運営推進委員に地域の代表の方に就任していただい
たり、地域の保育所との交流を通じて、地域の一員とし
て関わりが持てるように努めている。毎年、夏祭りや餅
つき大会、懇親会を行って意見交流を行っていたが、
残念ながらコロナウイルスの影響で開催が困難になっ
ているため、他の手段で交流が図れるように模索して
いる。コロナ過で、開催が難しいため、最近は、プレゼ
ント交換などを通して、繋がりが途切れにようにしてい
る。

散歩の折は、近所の方には必ず挨拶しているが、
地域交流の少ない中、大雨の折は避難住民を受
け入れ、保育園児とのプレゼント交換など継続し
ている。プレゼント交換でいただいた手作りコース
ターを大切に居室に飾り、太鼓演奏のDVDを見
て、子供たちとの触れ合いを思い出し笑顔になる
入居者も多く、交流再開を待ちわびている。

ユニット／
事業所名

自
己

外
部

項　　目
自己評価

福智町地域包括支援センターより運営推進委員に就
任して頂いている。運営推進会議では情報交換を行っ
たり、様々な助言を頂いている。また、福智町主催の介
護職員研修会に参加している。コロナウイルス感染症
の対応など相談することもあった。
台風の際、地域包括支援センター、社会福祉協議会か
らの依頼で高齢者の避難の受け入れを行うなど、協力
関係を築いている。

隣市や町の同業者協議会に所属し、月1回の町
主催の介護職員研修会にはホームから職員たち
が参加している。地域包括支援センターや社会福
祉協議会などからは入居の相談や一時的な受け
入れ可能かなどの連絡があり、協力関係の構築
に努めている。

毎年実施している全職員を対象とした(臨時パート職員
を含）研修会や年間研修計画に基づいて指導を行い、
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。また具体的
な行為以外についても、身体拘束になり得る事も理解
して頂くため、新聞記事などを紹介し意見交換してい
る。職員会議時に研修やアンケートを取ったり、身体拘
束廃止委員会を開催し、運営促進会議開催時に報告
も行っている

運営規程に新たに身体拘束に関する項目を掲
げ、定期的な研修や適正化委員会を行っている。
弄便の傾向の方にはミトン使用などの検討もされ
たが、職員の見守りやこまめな居室訪問で、ミトン
使用には至っていない。転倒の危険のある入居
者は家族の承諾を得てセンサーを使用している。

運営推進委員には、ホームの実態説明や利用者の状
況等、文書により報告してきたが、、コロナウイルスの
感染拡大により、外部の方を招いての、学習会等は出
来ていない。

運営推進会議には、経過報告、利用者の状況、行事計
画等詳細に報告している。外部評価についても、改善
項目と具体的な取り組みを報告している。

本年度は5月、7月に開催し、調査日の夕刻も、役
場担当者、地域包括支援センター職員、元区長、
老人会長、家族代表などが出席で開催予定であ
る。久しぶりの紅葉見物など行事を報告予定で、
議事録はホールで保管している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

契約等においては必ず事前に丁寧な説明を行い、ご理
解をいただいたうえで契約を行うようにしている。（看取
りに関する項目についても説明を行っている）

意見箱をホーム内に設置しており、コロナ前は、そちら
に投稿してもらう形をとっていたが、意見箱に入れてお
られる方はおらず、直接、施設長や管理者へ、ご意見
を頂いていた。現在は、利用料の支払いに来園された
際に、直接ご意見を頂いたり、お電話でのやり取りをさ
せて頂いている。

写真を多用したホーム便りで入居者の元気な様
子を届けたり、家族の来訪時や電話連絡時をご
意見を伺う機会としている。面会制限などの感染
防止策を理解されない家族があったが、周辺施
設の感染状況を理解し、感謝の言葉が寄せられ
た。看取りについて家族との意見の相違があり、
看取り時の医療連携について説明できる体制を
構築している。

   職員研修や毎月の職員会議で常に拘束や虐待防止
の指導を行っている。精神的な虐待につながる不適切
な声掛けについてのアンケートを定期的に実施したり、
職員や、利用者からの声を耳にしたときは、本人から
話を聞いたり、会議などを行い、ちょっとしたことが、虐
待に受け取られる事があると指導をしている。

 毎年職員研修で成年後見制度や、日常生活自立支援
事業についてパンフをもとに学習会を反復し実施して
いる。契約時にもパンフを用いての説明を行い、制度
活用の必要性があるか意見を伺い支援体制を整えて
いる。

パンフレットを整備し、入居時成年後見制度や日
常生活自立支援事業についても説明をしている
が、活用者はいない。研修で学習を継続し、必要
な入居者には随時制度の活用につなげるように
努めている。

職員研修会、毎月の職員会議で聞き取りし、反映させ
ている。職員が意見を出しやすいよう個別に話を聞く機
会を設けている。話し合いによって、業務・作業内容の
変更や休憩時間の変更などや、新人教育の仕方など
意見があり、取り入れるようにしている

毎月の職員会議は、参加しやすい朝9時から開催
している。行事の振り返りや来月の予定、コロナ
感染の現状と対処等が報告され、職員から気付
きや意見が出されている。会議の最後はユニット
毎のケア会議で、ユニット間の勤務の移動もあ
る。欠席の職員には、主任が説明し内容を紙面で
伝えている。

事前に議題に関する意見のアンケー
トを実施したり、月ごとにテーマを決
めた話し合いで、より充実した職員会
議の開催を期待します。

給与においては、キャリアパスの導入や、資格手当の
見直し長期の勤続年数者の従業員には表彰を行い更
にやりがいを感じながら働ける様な職場つくりに努めて
いる。また、臨時職員から正規雇用への採用や、勤務
日数・、有休・休日希望日についても相談に応じるな
ど、働きやすい環境整備に努めている。また、子育て世
代の方も働けるように就業時間の見直しや、希望シフト
出勤の対応も行っている
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

13 （9） ○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を
発揮して生き生きとして勤務し、社会参加や自己
実現の権利が十分に保証されるよう配慮している

14 （10） ○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

15 ○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

定年は設けているが、 認知症高齢者に理解があり、高
齢者を敬う気持ちがある人であれば性別・年齢に関係
なく対象としている。ホームで勤務している職員は、年
齢、人生経験も様々で、個々の持ち味があり、お互い
良い部分を吸収し合いながら、それぞれが能力を発揮
し生き生きと勤務されている。年齢幅はあるが、各々が
役割を持っている。利用者様と同世代の方もいらっしゃ
るが、年齢が近い事がかえって相談しやすいといった
話も聞こえてくる。

ハローワークなどで入職し、30代から80代の男女
の職員が、日勤のみや夜間専従等、各々の希望
や都合に合わせて勤務している。年齢の高い職
員の半数は永く勤務し、お互いに思いあって業務
を行っている。外部研修の参加やオンライン研修
の機会を確保し、資格取得を奨励している。希望
休を確保したいが、年末年始など希望が重なる期
間の調整には苦慮している。

人権研修への参加を呼び掛けしており、町内の人権研
修などできる限り参加している。ホーム長は人権擁護
委員に就任したこともあり、人権について、年1回の職
員研修や新人研修時に内容に取り入れている

運営規程に新たに人権擁護や虐待防止の項目を
掲げ、研修を行っている。職員会議で入居者の前
で口論しないことなどを話し合い、常に言葉遣い
などに注意している。

入居間もない利用者様は人や環境が急に変わってしま
い戸惑われている方もよく見られるため、必ず笑顔で
接しながら、以前の生活や趣味・好きな食べ物などコ
ミュニケーションをとるようにしている

サービスを開始するにあたり、必ず不安に思っている
事や、してほしいことしてもらいたくないこと、気を付け
てほしい事などをお伺いし、小さいことも把握するよう
に努めている。食事の内容など要望があった際は、変
更し対応している

新人職員の方に関しては、入社後すぐに認知症や虐
待・身体拘束、人権についての研修を行うようにしてお
り、毎月1回のペースで行われている職員会議におい
ても研修を行っている。また、常勤職員にていては研修
計画に沿って受講するようにしている

町内外3つのグループホーム協議会や連絡会に加入し
て入り、交流を行っていたが、コロナ禍で中々交流の機
会を持つことが難しい。感染が落ち着いたら、積極的に
交流を持ちたいと思っている。
オンライン研修については、参加している。
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19 ○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

以前に比べ、認知症の理解も進み、ご家族からの支援
もお願いする事もあり、ご家族が買ってきたものではな
いと洋服を着られない利用者様へはご家族から渡して
頂いたり、電話で声かけして頂くなど様々な場面でご家
族の力をお借りしている。

以前は、外出や面会が可能だった事もあり、関係を継
続していく事がある程度出来ていたが、現在は、ライン
電話などで、顔を観ながら話をして頂いたり、ご家族が
本人にケータイ電話を持たせるなどの対応にとどまっ
ている。

面会は、パーテーションで仕切られ、手も触れず5
分間などと制限している。携帯電話で家族と連絡
を取り合い、食べたい物を家族にホームに持って
来てもらう方がおられるが、その都度対応し、関
係継続を支援している。

ご利用者様本人やご家族と面談し、現在の状況（健康
状態など）や困っている事や必要な事を把握し、病状
や介護状況、ご家族のご要望などによっては、体験入
居などを行ってもらい、納得した上で入居していただく
こともできる。体験で直ぐには入居せず、数年後に入居
されるケースもあった。

利用者様には丁寧な介護を第一にしているが、過剰な
介護になりすぎてしまうと、利用者様の機能や能力を
低下させてしまうことも考えられるため、本人に出来る
ことは生活の中で、洗濯干しや洗濯たたみ・テーブル
拭きや掃除機掛けなどお願いしている。職員が声かけ
しても、応じて頂けない事も、利用者様の声かけで、介
護がスムーズに運ぶ事もある。

ご利用者様の生活歴や性格なども考慮しつつ、本人の
ペースにあった生活が送れるように支援している。出来
る限り本人が居心地よく過ごせるように無理強いはしな
いように配慮している。

思いや暮らし方の希望を表明できる方は少ない
が、日々のケアの中で、行動や表情から把握に
努めている。干し柿づくりを手伝うことはできない
が、皮むきやつるす紐を結ぶ姿を見るだけで、穏
かに楽しそうな表情に変わる入居者もある。

ホームでの座席でトラブルなどがあった場合は、席替
えをするなどで対応している。はじめは馴染めない様な
方もいらっしゃるので、職員が間に入って話題を提供し
たりし、徐々に馴染めるように配慮している。職員が声
かけしても、聞き入れてもらえないことでも、気の合う利
用者様同士で声かけをしてもらうとすんなり応じていた
だける場面も見られる

現在はコロナ渦で困難になっているが、以前は入院で
退去された利用者様のお見舞いに行っていた。また、
以前看取りを行ったご家族からお手紙が来たり、介護
相談や書類の手続き、ホームに残っている写真データ
の提供などを行っている。
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26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

入居前の生活歴は介護を行う上でとても大切である
為、これまでどのように生活にていたか詳しくお伺いす
るようにしている。ホームを利用する事に至るまでの内
容もきちんと確認するようにして、介護をしやすいように
職員間で情報を共有するようにしている

個人記録で日々目標設定に向けた取り組みが実践で
きているか、チェックを行い、介護者においても十分な
ケアがなされているかケアチェックを実施し、介護計画
の見直しにつなげている。

病院、自宅への送迎など、本人、家族の、その時々の
要望に応じ適宜対応している。また、遠方のご家族の
面会時の送迎支援やご家族が中々来所できないかた
は、衣替え等の支援、衣服の補充等を行っている。入
院中も、趣味グッズを届けたり、枠にとらわれないサー
ビスを行っている

他者と関わりを持つのが好きではない方もいらっしゃる
ので、ほぼ全員、食事はホールで摂られるが、直ぐに
居室へ戻りゆっくりしたい利用者様や、他利用者様と会
話を楽しみたい方など、一人一人で違う為、本人の思う
ように過ごしていただいている。

利用者様の状態が変わった時や受診結果などで課題
ができた場合は、電話連絡を行いその都度状況報告を
している。その際は、ご家族の要望を伺い職員間で検
討したうえで介護計画を作成している。必要な場合、
ホームで医師・訪問看護師・家族・職員を交えて話し合
いを持つようにしている。

「できるだけ居室でゆっくり寛ぎたい」や「家族の顔
を忘れないようにしてほしい」などの本人や家族
の希望を反映した介護計画を作成している。リハ
ビリやレクレーションを強いることはなく、本人の
希望の場所で過ごされるように支援し、モニタリン
グした目標の達成度や現状を全職員で共有し、
変化や気づきはその都度、主任や管理者に報告
して、介護計画の見直しに繋げている。

ケアプランセンターからの紹介で入居された方は、ケア
マネジャーが継続して面会に来たり、以前生活していた
自宅や郵便の管理の引継ぎなどを様々な地域資源を
活用し生活している。入居後もご家族が連絡を取り
合ったりしている様子で、ホームのケアマネも情報を提
供していただくなどをしている

入所の段階でホーム連携医療機関のご説明をさせて
いただいた上で、本人およびご家族の決定を尊重して
いる。しかしながら、すべての希望を通すことは、介護
スタッフの負担になったり、受診中に他の利用者様の
介護が手薄になるといった事がないように、可能な限り
での対応とさせて頂いている。

これまでの協力医療機関の閉院に伴い、提携し
た医療機関から定期的に往診を受け、皮膚科な
どの専門医受診には、職員が同行している。訪問
看護ステーションと連携し、入居者の健康管理や
早期の状態変化は、受診に繋げている。定期受
診以外の受診については、運営規程を定めて家
族の理解をお願いしている。
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33 ○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

ホーム内に在籍している看護師はいないが、訪問看護
師が定期的に入って、健康管理を行っている。指示書
による訪問看護に入ってい頂くケースも、年々増えてい
る。

入院時は、家族、医療機関との連携に努め、早期退院
出来るよう、情報交換や相談に努めている。　病状の
把握を行い退院後の対応を職員間で検討し受け入れ
体制を十分に備えられるようにしている。コロナ感染症
拡大前は面会が出来ていたので入院中は状態確認の
ため、見舞ったり、病院のケア会議へ参加する事もあっ
た。

職員、利用者基本的に全員で参加して、消火、通報、
避難訓練を年２回実施している。水消火器を利用して
の消火訓練も同時実施している。また毎月職員会議後
に防災自主点検を行っている。また、災害が長引いた
際に備え、備蓄品（水・食料品など）を購入している。

今年は5月、10月に入居者と一緒に避難訓練を実
施し、消防署に報告をしている。賞味期限間近な
備蓄のカップラーメンの試食は、入居者に大変喜
ばれている。水や食料品など備蓄し、大量のマス
クや防護服などの衛生用品を備えている。

自然災害や新型コロナウイルス感染
症発生時の事業継続計画の策定と
共に、大雨時に避難住民を受け入れ
るためにも、地域ぐるみの備えを期待
します。

利用者様と職員の関係性は、対等の関係性であること
を理解しており、利用者様は人生経験を積んだ一人一
人が尊重されるべき方々であると理解している。声か
けは勿論であるが、ホームでの生活で入浴・排泄・更
衣中などもプライバシーが保たれるように配慮して介護
にあたっている。

基本的に名字で呼びかけているが、旧姓の方が
反応が良い方には、旧姓で呼びかけるなど、ひと
り一人の性格や生活歴を把握した対応をしてい
る。居室訪問の際には必ずノックするなど、プライ
バシーを守りながら支援している。

入居の段階で、終末期や重度化した場合はどのような
支援を望まれているかご家族の意思を書面で確認し、
病状が悪化した場合等は説明を行った上で、段階的に
ご家族の意思を確認している。その場合、ホームでの
支援体制等もご説明し、ホームでの看取りを希望され
た場合は、ご家族の泊りの支援もしている。状態が変
化するにつれてご家族の気持ちも変わることがあるの
で、その都度医師からの説明や状態報告を行うように
して、ご家族様の気持ちに寄り添って看取り介護に向
けて支援をしている

重度化や終末期に向けた指針をもとに、契約時
に本人や家族と話し合い、意向を確認している。
この数年は、ホームでの看取りはなく、食事量が
減り、入院後、数日で亡くなった方がおられた。コ
ロナ禍の中で、家族の泊りの支援など課題もあ
り、医療連携を含めて、ホームでできる支援を説
明し、理解を得ている。

 内部研修や救命救急講習等を積極的に受講し、知識
を身につけるようにしている。

重度の利用者様は、会話が困難な方もおられるため、
全ての利用者様が自己決定出来ているかは難しい
が、会話が出来る方に関しては、洋服を選んでもらった
り、好きな時間にお菓子やコーヒーを召し上がられた
り、食事の際には、冷たい・温かい飲み物を選んだりさ
れる場面が見られている
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外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

2カ月毎に訪問美容師の方にカットに来てもらってい
る。あまり短くしないでね、など、希望を伝えたりしてい
る。また、ズボンの丈などを本人の長さに合わせるなど
の対応をしている。時々、伸びすぎた髭を電気カミソリ
でカットする等の支援を行っている。

利用者様から「あれが食べたい、これが食べたい」と要
望があれば、可能の範囲でメニューの変更をしたり、
テーブル拭きや食後のおぼん拭きなどの手伝いをして
もらったりしている。

食事の下準備や干し柿づくりなど、できることはお
願いしてる。食事担当の職員が旬の野菜を多く取
り入れた献立を準備し、刻みやミキサー食など、
状態や嚥下に応じた食事を楽しんでいる。希望の
メニューや誕生日のケーキ作りなどに応え、外食
もできないので、お花見の際に、お饅頭を楽しん
でいる。

出来る限り、本人の希望に添ったペースで生活を送れ
るように支援している。受診や入浴などで、都合がつか
ない時以外は、出来る限り希望に添って支援出来るよ
うに努めている。

排泄チェック表により、失禁しないように職員がタイミン
グを見て声かけを行うなど配慮している。オムツを使用
していても、トイレ誘導をしてトイレで排泄が出来る方も
おられる。排尿の間隔は昼と夜で違う方もいるので、昼
夜で変える方もいるので、個々に対応している

布パンツを使用している入居者はないが、誘導す
ることなく自立されている入居者もいる。トイレ間
違いをされる入居者が多く、、排泄パターンに応じ
た誘導や支援をしている。夜間のみポータブルト
イレを使用される入居者もある。

食事チェックを行い、摂取状態を把握している。水分摂
取量も１日の摂取量のトータルを計算し、最低1000ml
は確保できるように提供している。夜間の方が、嚥下状
態が良い利用者様には、夜間帯での水分摂取を介助
で行って頂いたり、工夫をしている。

毎食後、歯磨きの習慣をつけてもらい声かけを行って
いる。介助の必要な方は毎食後行っている。気分に
よって後からしたい方もおられるので、居室へお持ちし
て声かけを行うようにしてる。また、コロナ過で全利用
者様の治療は難しいため、治療の優先順位で一人づ
つ往診していただいている
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

排泄チェック表で管理を行い、状態を把握している。慢
性的な便秘の方は緩下剤を使用している方もおられる
が、腹部マッサージをしたり、水分補給で対応できるよ
うに心がけている

職員全員が薬の内容を把握しているとは言えません
が、誰がどの薬を服用しているかわかるようにファイル
にまとめて、すぐに閲覧できるように整理している。ま
た、処方に変更があった際は伝達ノートに記入し情報
共有を出来るようにしている。

タバコやコーヒー、おやつなど嗜好品を楽しみにされて
いる方もいらっしゃるので、本人が欲しがった時に出来
るだけ希望に添うように提供出来るようにしている。絵
を描くのが好きな方が、他利用者様に似顔絵を描いた
りして、交流する姿も見られた。

基本的には各ユニットごとに、週3回の入浴支援を行っ
ているが、病院受診の関係やその日の行事予定など
で変更になることもあるが、当日に入浴ができない時
は、翌日に振り替えたり、清拭で対応するなどしている

入居者の体調や思いに合わせて週3回の入浴を
支援している。入居者の状態に合わせて2人体制
で支援したり、入浴を億劫がる入居者も無理強い
せず、声かけを変えるなどの工夫で、翌日などに
支援している。

一日を通して、利用者様の好きなように過ごしていただ
いている。しかしながら、利用者様個々で、離床時間が
長いと疲れやすい方なども、いらっしゃるので、一人一
人に合った方法を見極めて、昼の休息時間を設けるな
どしている。

以前は買い物に出かけたりして戸外に出かけられるよ
うにしていたが、コロナ渦で中々外出する事がままなら
ない状態が続いているが、桜の花見や紅葉見学など
は、感染に十分配慮した上で、実施することが出来た。
少しずつ、戸外へ外出出来るように、対策をして実施し
ていたいと思っている。

買い物外出はまだできないが、今年は桜見物や
紅葉見物をしている。外食まではできなかった
が、久しぶりの外出で入居者は笑顔になってい
る。ホーム周りの散歩は時折楽しんでいる。

お金に関しては、自分でもっていないと不安な方もおら
れるため、どれくらいの金額を所持しているかを職員間
で把握している。現在はコロナ渦でショッピングは出来
ていないが、受診帰りなどにお菓子を買ってかえること
を楽しみにしていた。また、通帳の残金を気にしている
方には、残額を確認して頂き、不安にならないようにし
ている。
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53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

毎年、文字や絵の描ける方は、年賀状をご自分で書い
てもらい、ご家族へ送っている。ＬＩＮＥ電話などをして、
家族とやり取りされる方もいる。

ホーム内から、ガラス越しに草花が観賞でき、季節を感
じられる作りになっている。ウッドデッキを出しており、
たばこを吸われる方は、デッキに出て吸って頂いてい
る。コロナ感染症が流行してからは、外出の機会が
減ったため、金魚すくいの金魚や、鯉なども鑑賞できる
ように水槽を設置している。

玄関の華やかなクリスマスリースが訪問者を出迎
えてくれる。空調管理や清掃の行き届いたリビン
グの広い窓から庭の鮮やかな紅葉や草花が眺め
られ、食事を作る匂いや水の流れる音を聞きなが
ら、ゆっくりと過ごす入居者の姿がある。退職した
職員の差し入れの柿で作った干し柿がリビングの
窓越しにつるされ、入居者の憩いの眺めとなって
いる。

通路は常に物を置かないように心がけ、安心安全に移
動できるように配慮している。洗面台は車椅子が入れ
る物に取替したり、水道の給水栓も利用者様が使いや
すい物に交換している。

様々な経験をされ個性を持たれた方々が共同して生活
するにあたり、利用者様の性格等を踏まえある程度自
由に過ごして頂いています。居室で、過ごされる方もい
らっるので、ホールへは無理強いはせず、食事のみ、
顔を出される方など、様々です。気の合う利用者様同
士で、一緒にテレビを見て過ごされる事もあります。

ホームでは、ご利用者様やご家族に対し、馴染みの家
具やお茶碗など持参していただくようにお伝えし、持っ
てこられている方もいらっしやいます。布団も自宅で
使っていた物の方が眠りにツキヤスイ事もあるので、出
来る限り持っているものを使用していただいています。

居室入口には、職員手作りの毛糸のクリスマス
リースや名札が下がり、入居者手作りの折り鶴や
飾り物、家族のことを忘れないようにと写真がき
れいに飾られた居室や、絵の好きな入居者が顔
を描いた小石や絵画が居室いっぱいに飾られる
など、夫々居心地よい居室となっている。


